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台
湾
に
お
け
る
仏
七
簡
介
│
│
西
蓮
浄
苑
を
中
心
に
│
│蓑　

　

輪　
　

顕　
　

量

は
じ
め
に

　

台
湾
の
宗
教
現
状
に
興
味
を
持
ち
始
め
て
既
に
久
し
い
年
月
が
経

過
し
た
が
、
こ
の
度
は
台
湾
で
頻
繁
に
行
わ
れ
て
い
る
「
仏
七
」
な

る
行
事
に
参
加
す
る
機
会
を
得
た
。
調
査
期
間
は
平
成
十
七
年
二
月

十
四
日
か
ら
十
七
日
ま
で
の
四
日
間
の
短
い
も
の
で
あ
っ
た
が
、
西

蓮
浄
苑
、
西
蓮
光
明
寺
及
び
慧
日
講
堂
な
ど
を
訪
問
す
る
こ
と
が
出

来
た
。
ま
ず
「
仏
七
」
は
、
台
北
郊
外
の
三
渓
に
あ
る
西
蓮
浄
苑
に

お
い
て
開
催
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
幸
い
、 こ
の
西
蓮
浄
苑
の
現

在
の
住
持
が
、
釈
惠
敏
法
師
で
あ
っ
た
。
西
蓮
光
明
寺
を
宿
舎
と
し

て
提
供
し
て
頂
き
、
こ
こ
を
拠
点
に
西
蓮
浄
苑
に
赴
か
せ
て
頂
く
な

ど
、
法
師
に
は
多
大
な
る
便
宜
を
図
っ
て
い
た
だ
い
た
。
ま
ず
記
し

て
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。
で
は
、
台
湾
に
行
わ
れ
て
い
る
「
仏

七
」
な
る
修
行
法
及
び
西
蓮
浄
苑
に
お
い
て
行
っ
た
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

を
中
心
に
簡
単
な
報
告
を
行
い
た
い
。
な
お
参
加
し
た
調
査
メ
ン

バ
ー
は
、
東
北
大
学
の
曽
根
原
理
先
生
、
本
学
教
員
（
非
常
勤
）
の

青
野
貴
芳
先
生
、
本
学
卒
業
生
の
倉
島
隆
行
法
師
及
び
筆
者
の
四
名

で
あ
る
。

一　

西
蓮
光
明
寺

　

ま
ず
宿
泊
先
と
し
て
利
用
さ
せ
て
頂
い
た
樹
林
の
西
蓮
光
明
寺
の

概
要
を
述
べ
る
。

　

住
所　

台
北
縣
樹
林
市
大
安
路
光
明
街
六
二
號

　

こ
の
寺
院
は
、
先
代
の
住
職
が
、
と
あ
る
篤
信
家
か
ら
土
地
を
借
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り
受
け
、
そ
の
土
地
の
名
義
を
寺
院
に
変
更
せ
ず
に
、
そ
の
ま
ま
寺

院
と
し
て
使
用
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
そ
の
篤
志
家
が
亡
く
な
っ
た

後
、
遺
族
か
ら
寺
院
の
土
地
を
返
し
て
ほ
し
い
と
の
希
望
が
寄
せ
ら

れ
、
ト
ラ
ブ
ル
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
を
解
決
で
き
ず
に
い
た

と
こ
ろ
を
西
蓮
浄
苑
が
購
入
し
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
と
い
う
。
そ

こ
で
、
寺
院
名
は
光
明
寺
か
ら
西
蓮
光
明
寺
と
な
っ
た
。
現
在
の
と

こ
ろ
、
尼
僧
四
名
、
男
僧
一
名
が
居
住
す
る
が
、
将
来
的
に
は
僧
寺

と
す
る
予
定
で
、
現
在
の
拠
点
と
な
っ
て
い
る
三
峡
鎮
の
西
蓮
浄
苑

は
、
女
性
の
出
家
者
が
多
い
現
状
に
合
わ
せ
て
、
将
来
的
に
は
尼
寺

と
す
る
予
定
だ
そ
う
だ
。
こ
れ
は
、
台
湾
に
は
男
僧
と
尼
僧
と
が
共

住
す
る
寺
院
が
存
在
す
る
が
、
そ
の
よ
う
な
形
態
の
寺
院
に
は
し
な

い
こ
と
を
意
味
す
る
。

　

私
た
ち
は
、
二
月
十
四
日
、
十
五
日
と
連
泊
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

寺
院
の
生
活
を
体
験
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
西
蓮
光
明
寺
で
の
朝
の

日
課
は
以
下
の
通
り
。

　

午
前　

三
時
三
〇
分 

起
床

　
　
　
　

四
時
〇
〇
分
〜
六
時
〇
〇
分 

朝
課

　
　
　
　

六
時
三
〇
分
〜
七
時
〇
〇
分 

朝
食

こ
の
後
、
七
時
三
〇
分
よ
り
西
蓮
浄
苑
に
移
動
し
、
西
蓮
浄
苑
で
行

わ
れ
て
い
た
仏
七
に
参
加
し
、
ま
た
二
人
の
在
家
者
及
び
四
名
の
出

家
者
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
さ
せ
て
頂
い
た
。

　

西
蓮
浄
苑
は
現
在
、
発
展
途
上
に
あ
る
寺
院
と
見
え
、
少
し
ば
か

西蓮光明寺円通宝殿の前にて
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り
宗
派
化
の
傾
向
が
芽
生
え
つ
つ
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
西
蓮
浄
苑
が
中

心
拠
点
で
あ
る
。
ブ
ラ
ン
チ
に
相
当
す
る
場
所
が
三
峡
、
桃
園
、
士

城
、
板
橋
、
樹
林
に
あ
る
。
樹
林
に
あ
る
の
が
元
の
光
明
寺
で
あ

り
、
現
在
、
西
蓮
光
明
寺
と
呼
ば
れ
る
こ
と
は
先
に
述
べ
た
と
お
り

で
あ
る
。
そ
の
伽
藍
は
、
山
の
谷
間
に
這
う
よ
う
な
感
じ
に
建
立
さ

れ
て
お
り
、
階
段
状
に
奥
へ
と
展
開
し
て
い
る
。
手
前
か
ら
円
通
宝

殿
、
大
雄
宝
殿
と
段
差
上
に
連
な
っ
て
お
り
、
大
雄
宝
殿
と
お
な
じ

平
面
上
に
、
斎
堂
（
食
堂
）
が
あ
っ
た
。
最
初
の
殿
宇
に
な
る
円
通

宝
殿
に
は
観
世
音
菩
薩
が
安
置
さ
れ
て
お
り
、
観
音
菩
薩
で
信
仰
を

集
め
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
た）

1
（

。
な
お
、
僧
房
は
、
大
雄
宝
殿
を
囲

む
よ
う
に
、
コ
の
字
型
に
展
開
す
る
二
階
建
て
の
建
物
が
あ
っ
て
、

そ
こ
が
僧
侶
が
居
住
す
る
住
房
に
な
っ
て
い
た
。
一
部
屋
あ
た
り
六

畳
く
ら
い
の
広
さ
で
あ
り
、
ベ
ッ
ド
と
タ
ン
ス
が
備
え
ら
れ
て
お

り
、
私
た
ち
は
一
人
ず
つ
そ
の
僧
房
に
宿
泊
さ
せ
て
頂
い
た
。

二　

西
蓮
浄
苑

　

住
所　

台
北
縣
三
峡
鎮
渓
東
路
二
一
一
巷
三
一
弄
九
號

　

西
蓮
浄
苑
に
は
現
在
、
出
家
者
が
七
十
名
ほ
ど
居
る
。
そ
の
他
と

し
て
西
蓮
光
明
寺
に
五
名
が
生
活
し
て
い
る
と
い
う
（
そ
の
他
の
支

部
に
五
名
と
い
う
こ
と
）。
西
蓮
浄
苑
全
体
で
、
男
性
の
僧
は
十

名
、
女
性
の
僧
が
七
十
名
と
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
こ
で
も
尼
僧
が
圧

倒
的
多
数
を
占
め
る
。

　

西
蓮
浄
苑
は
智
諭
法
師
（
一
九
二
三

－

二
〇
〇
〇
）
が
創
建
し
た

寺
院
で
あ
り
、
最
初
は
小
さ
な
庵
か
ら
始
ま
っ
た
。
智
諭
法
師
は
、

西蓮浄苑　正面入口
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大
学
の
学
生
と
と
も
に
仏
法
の
体
験
合
宿
を
行
い
、
そ
の
中
か
ら
後

継
者
を
育
て
た
方
で
あ
り
、
現
住
の
釈
惠
敏
法
師
も
そ
の
一
人
で
あ

る
。
彼
も
も
と
は
智
諭
法
師
と
出
会
っ
た
こ
と
が
機
縁
に
な
っ
て
出

家
し
た
と
い
う
。
智
諭
法
師
は
、
晩
年
の
十
年
間
は
足
が
不
自
由
と

な
り
歩
行
困
難
な
状
況
に
あ
っ
た
と
い
い
、
民
国
八
十
九
年
（
二
〇

〇
〇
年
）
農
暦
十
一
月
十
四
日
に
世
寿
七
十
七
歳
で
亡
く
な
っ
た）

2
（

。

　

西
蓮
浄
苑
は
、
目
下
の
と
こ
ろ
、
様
々
な
行
事
を
行
う
中
堅
の
寺

院
に
成
長
し
て
お
り
、
そ
の
年
間
行
事
の
代
表
的
な
も
の
と
し
て
、

蓮
池
会
、
中
元
法
会
、
観
音
菩
薩
出
家
法
会
、
報
恩
会
、
仏
方
会
、

年
終
供
仏
斎
僧
、
観
音
菩
薩
聖
誕
法
会
、
清
明
法
会
、
浴
仏
法
会
、

観
音
菩
薩
成
道
法
会
、
そ
れ
以
外
に
仏
一
、
仏
七
な
ど
が
存
在

す
る）

3
（

。
観
音
に
関
す
る
法
会
が
幾
つ
も
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
特

徴
と
言
え
る
が
、
そ
の
年
間
の
行
事
の
時
に
は
、
か
な
ら
ず
信
者
さ

ん
が
手
伝
い
に
参
加
す
る
。
普
段
か
ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
三
名

で
、
近
隣
か
ら
の
出
仕
で
あ
る
と
い
う
。
な
お
、
近
隣
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
お
手
伝
い
と
は
、
殆
ど
が
薪
作
り
の
た
め
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
。

　

仏
七
の
修
行
は
、
農
暦
の
新
年
を
夾
ん
で
年
に
四
回
行
っ
て
い

る
。
暮
れ
に
二
回
、
年
が
明
け
て
新
年
に
な
っ
て
二
回
と
い
う
こ
と

に
な
る
。
こ
の
仏
七
に
つ
い
て
は
、
次
章
で
触
れ
た
い
。
な
お
、
仏

七
等
の
修
行
の
時
、
智
諭
法
師
は
午
後
に
開
示
を
行
っ
た
が
、
今
現

在
、
惠
敏
法
師
は
午
前
に
開
示
を
行
っ
て
い
る
と
い
う
。
そ
の
理
由

は
、
午
前
の
開
示
の
内
容
を
午
後
の
実
習
の
中
で
確
認
す
る
こ
と
が

出
来
る
か
ら
で
あ
る
と
い
う
。

　

ち
な
み
に
、
仏
七
に
関
す
る
簡
単
な
説
明
が
あ
っ
た
。
仏
七
の
中

で
目
指
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、

　
「
知
長
知
短
息
分
明
」（
息
の
長
い
短
い
を
如
実
に
知
る
こ
と
）

　
「
念
仏
調
心
不
浮
沈
」 （
仏
を
観
想
し
て
心
を
調
え
、
浮
つ
い
た
り

沈
ん
だ
り
し
な
い
こ
と
）

　
「
極
楽
浄
土
唯
心
観
」 （
極
楽
浄
土
は
心
の
中
に
あ
る
と
観
じ
る
こ

と
）

　
「
証
得
一
心
浄
土
」　 

（
一
心
の
浄
土
を
証
得
す
る
こ
と
）

で
あ
る
と
い
う
。
念
仏
の
中
で
、
具
体
的
に
は
①
覚
察
力
②
防
護
力

（
こ
の
二
つ
は
防
護
の
側
面
）
③
対
治
力
④
荘
厳
力
を
養
う
こ
と
を

目
的
に
す
る
。
覚
察
力
に
よ
っ
て
注
意
力
を
養
い
、
防
護
力
に
よ
っ

て
律
儀
を
守
り
、
次
に
対
治
力
に
よ
っ
て
貪
瞋
痴
の
三
毒
を
対
治

し
、
荘
厳
力
に
よ
っ
て
浄
土
を
荘
厳
し
ま
た
創
造
す
る
と
い
う
。

　

ま
た
、
念
仏
す
る
と
き
に
は
、
身
・
口
・
意
の
三
業
に
渉
っ
て
念
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仏
す
る
こ
と
が
ま
ず
最
初
で
あ
り
（
こ
の
時
に
は
身
は
動
き
、
口
に

弥
陀
の
名
号
を
唱
え
、
心
に
念
じ
る
）、
次
に
口
・
意
に
念
じ
（
口

に
は
弥
陀
の
名
号
を
唱
え
、
心
に
念
じ
る
）、
最
後
に
意
に
念
じ
る

（
心
に
弥
陀
を
念
じ
る
）
と
い
う
。
最
後
の
意
に
念
じ
る
こ
と
は

「
止
静
」
と
も
表
現
さ
れ
る
。
こ
の
「
止
静
」
が
重
要
な
目
標
で
あ

る
よ
う
に
思
わ
れ
た
。
阿
弥
陀
を
念
じ
る
こ
と
は
「
日
」
即
ち
太
陽

を
イ
メ
ー
ジ
す
る
こ
と
で
も
あ
る
と
い
い
、
そ
の
意
味
で
は
日
想
観

や
月
輪
観
に
近
く
、
ま
た
其
処
か
ら
白
毫
観
に
発
展
す
る
こ
と
も
あ

る
と
い
う
。

三　

西
蓮
浄
苑
で
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　

次
に
、
在
家
の
方
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
た
。
王
光
旭
氏
、
陳
敬
隆
氏
の
二
名
で
あ
る
。
ま
ず
王
光
旭
氏

（
五
十
八
歳
）
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
か
ら
。

　

法
名
は
法
旭
。
板
橋
地
区
の
在
住
。
職
業
は
公
務
員
。
法
名
は
出

家
し
た
時
の
師
に
よ
っ
て
規
則
が
あ
り
、
あ
る
代
に
は
「
慧
」、
次

の
代
に
は
「
如
」、
次
の
代
に
は
「
法
」、
次
の
代
に
は
「
心
」、
次

に
「
浄
」
と
一
字
ず
つ
を
戴
く
の
だ
そ
う
だ
。
同
期
の
弟
子
は
「
蓮

友
」
と
呼
ば
れ
、「
蓮
華
化
生
」「
花
開
見
仏
」
を
目
指
す
仲
間
と
な

る
。
王
光
旭
師
は
十
八
年
前
、
子
供
の
た
め
に
こ
の
寺
院
に
や
っ
て

き
た
の
だ
そ
う
だ
。
不
思
議
な
こ
と
に
、
当
時
、
ど
う
し
て
も
給
料

を
子
供
の
た
め
に
使
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
続
い
た
と
い
う
。
具
体
的

に
は
子
供
の
体
調
が
悪
く
な
っ
た
り
子
供
が
事
故
に
あ
っ
た
り
し

て
、
い
つ
も
お
金
を
使
っ
て
し
ま
う
。
そ
こ
で
地
元
の
タ
ン
キ
ー
に

智諭老和尚紀念堂前にて惠敏法師
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占
っ
て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、「
免
親
債
主
」
と
謂
わ
れ
た
と
い
う
。

一
人
の
僧
侶
に
帰
依
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
謂
わ
れ
、
そ
こ
で
智

諭
法
師
に
帰
依
す
る
と
不
思
議
と
果
報
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
こ
れ
が
機
縁
と
な
り
、
西
蓮
浄
苑
に
毎
年
、
奉
仕
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。
実
際
、
智
諭
法
師
に
「
超
渡
（
極
楽
世
界
に
い
け
る
よ
う

追
善
供
養
を
す
る
こ
と
）」
を
し
て
も
ら
い
、
一
家
で
帰
依
す
る
よ

う
に
な
っ
た
。
今
ま
で
に
「
仏
七
」
に
参
加
し
た
こ
と
は
一
回
だ

け
、
あ
と
は
裏
方
の
手
伝
い
を
し
て
い
る
と
い
う
。
朝
に
は
観
音
の

法
号
を
唱
え
、
夕
に
は
弥
陀
の
念
仏
を
唱
え
て
い
る
と
い
う
。
子
供

の
頃
は
、
キ
リ
ス
ト
教
を
信
じ
て
い
た
が
、
今
は
浄
土
教
を
信
じ
て

い
る
。
毎
日
念
仏
し
な
さ
い
と
言
わ
れ
、
昔
は
数
を
大
事
に
し
た

が
、
今
は
一
心
不
乱
に
念
仏
す
る
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
る
。
ち
な

み
に
、
最
初
は
一
回
に
二
千
回
か
ら
三
千
回
の
念
仏
を
唱
え
、
や
が

て
は
二
万
回
か
ら
三
万
回
の
念
仏
を
唱
え
た
こ
と
も
あ
っ
た
そ
う

だ
。
こ
の
よ
う
に
多
く
の
回
数
の
念
仏
を
唱
え
る
こ
と
は
、
講
堂
の

講
師
か
ら
教
わ
っ
た
こ
と
だ
と
い
う
。
な
お
、
今
で
も
法
会
の
時
に

は
、
回
向
の
た
め
に
念
仏
の
回
数
を
数
え
る
こ
と
が
あ
る
そ
う
だ
。

老
師
に
対
し
て
は
「
信
頼
し
て
い
る
」
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

次
に
陳
敬
隆
師
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
か
ら
。

　

法
名
は
法
敬
。
泰
山
の
近
く
に
住
む
。
陳
氏
は
若
い
頃
か
ら
求
道

の
志
が
強
か
っ
た
と
い
う
。
西
蓮
浄
苑
に
出
入
り
す
る
よ
う
に
な
っ

て
か
ら
同
じ
く
十
八
年
で
あ
る
と
い
う
。
そ
の
頃
「
養
小
鬼
」
が
就

き
、
悪
い
こ
と
を
し
て
く
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
の
う
ち
家
の
者
に

観
世
音
菩
薩
が
乗
り
移
り
、
大
き
な
寺
院
へ
行
き
な
さ
い
と
の
お
告

在家者へのインタビュー



台
湾
に
お
け
る
仏
七
簡
介
（
蓑
輪
）

111─　   ─

げ
を
し
て
下
さ
っ
た
。
そ
こ
で
、
こ
の
西
蓮
浄
苑
に
来
て
老
和
尚

（
智
諭
法
師
）
に
帰
依
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
。
経
を
唱
え
る

よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
心
が
清
浄
と
な
り
妄
念
や
貪
り
が
少
な
く

な
っ
た
と
い
う
。
法
敬
師
は
、
悪
を
取
り
除
く
た
め
に
飲
酒
の
習
慣

を
止
め
（
心
が
乱
れ
る
か
ら
で
あ
る
と
い
う
）、
週
に
二
回
、
月
に

八
回
寺
院
に
参
詣
す
る
。
老
師
を
「
と
て
も
信
頼
し
て
い
る
。
そ
れ

は
極
楽
へ
案
内
し
て
く
れ
る
か
ら
」
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

次
に
出
家
者
の
方
、
慧
圓
、
慧
謹
、
法
可
、
心
安
と
い
う
四
人
の

方
に
話
を
聞
か
せ
て
も
ら
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
出
家
の
動
機
を
聞
か
せ

て
頂
い
た
。
そ
の
内
容
は
以
下
の
通
り
。

　

ま
ず
慧
圓
比
丘
尼
。
彼
女
の
場
合
は
、
母
親
が
仏
教
信
者
で
あ
っ

た
こ
と
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
と
い
う
。
大
学
時
代
に
仏
学
研
究

の
サ
ー
ク
ル
に
参
加
し
、
人
生
の
生
き
甲
斐
を
探
し
て
い
た
と
き
に

仏
教
に
触
れ
た
こ
と
が
出
家
の
動
機
に
な
っ
た
。
一
九
八
九
年
に
出

家
、
週
に
一
回
、
西
蓮
浄
苑
に
来
て
智
諭
法
師
等
の
話
を
聞
い
た
。

そ
し
て
、
こ
こ
に
生
き
甲
斐
を
感
じ
、
今
で
は
仏
土
が
一
番
の
教
育

で
あ
る
と
感
じ
て
い
る
と
い
う
。
大
学
卒
業
後
、
中
学
高
校
の
教
員

を
二
年
間
務
め
た
が
、
そ
の
時
に
は
家
族
が
支
え
て
く
れ
た
。
し
か

し
、
自
己
の
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
は
出
来
ず
、
出
家
の
意
識
を
固

め
た
。
そ
し
て
、
出
家
の
時
に
は
と
て
も
決
心
が
必
要
だ
っ
た
と
い

う
。

　

慧
謹
比
丘
尼
。
親
族
の
者
に
仏
教
信
者
は
居
な
か
っ
た
が
、
高
校

生
の
時
に
仏
光
山
の
行
事
に
触
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
ま
た
大
学
の

時
に
仏
学
サ
ー
ク
ル
に
参
加
し
た
こ
と
が
切
っ
掛
け
に
な
り
出
家
し

出家者へのインタビュー
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た
。
出
家
の
時
は
大
学
卒
業
後
す
ぐ
で
あ
り
、
出
家
す
る
か
ど
う
か

は
自
分
の
み
の
問
題
と
感
じ
て
い
た
。
経
典
の
説
法
を
西
蓮
浄
苑
に

聞
き
に
来
て
、
仏
七
に
も
参
加
し
た
。
そ
し
て
仏
学
に
魅
力
を
感
じ

た
。
家
庭
や
経
済
的
な
問
題
も
無
く
、「
定
力
」
に
感
心
し
た
と
い

う
。
ま
た
念
仏
に
は
止
観
の
双
方
が
存
在
す
る
と
も
考
え
て
お
り
、

止
観
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
下
さ
っ
た
。
ま
ず
止
は
心
を

一
つ
の
対
象
に
向
け
る
こ
と
で
あ
り
（
心
一
境
性
）
で
あ
り
、
そ
の

対
象
と
な
っ
て
い
る
も
の
が
阿
弥
陀
仏
と
い
う
名
号
で
あ
り
、
一
心

不
乱
に
唱
え
る
こ
と
が
浄
土
般
若
学
の
捉
え
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ

れ
は
概
ね
「
寂
」
の
範
疇
に
入
る
。
そ
れ
は
鳩
摩
羅
什
が
逍
遙
園
に

説
い
た
こ
と
と
同
一
で
あ
る
。
ま
た
、「
観
は
縁
起
を
観
ず
る
」
こ

と
で
あ
り
、「
縁
起
は
十
六
観
経
所
縁
の
観
境
の
如
く
」
で
あ
り
、

「
光
明
に
よ
っ
て
一
切
の
物
を
照
ら
す
」
こ
と
で
あ
っ
て
、
そ
の
時

に
は
「
明
々
了
々
」
と
知
る
こ
と
に
な
る
の
だ
と
い
う
。

　

法
可
比
丘
尼
。
小
さ
い
頃
か
ら
観
音
様
に
参
拝
し
て
い
た
。
祖
母

の
死
に
際
し
、
智
諭
法
師
が
助
念
に
来
て
く
れ
た
が
、
そ
の
時
に
興

味
を
持
っ
た
。
ち
な
み
に
現
在
、
台
湾
で
は
助
念
が
盛
ん
で
あ
る
と

い
う
。
助
念
と
は
、
臨
終
に
望
み
極
楽
浄
土
に
生
ま
れ
変
わ
れ
る
よ

う
、
周
り
の
者
た
ち
が
助
太
刀
の
称
名
念
仏
を
す
る
こ
と
を
言
う
。

ま
た
小
さ
い
と
き
か
ら
緊
張
し
や
す
い
性
格
で
、
死
の
こ
と
を
考
え

る
と
特
に
そ
う
で
あ
っ
た
と
い
う
。
出
家
は
自
己
の
調
心
の
問
題
で

あ
る
と
感
じ
た
。

　

心
安
浄
人）

4
（

。
若
い
と
き
か
ら
民
間
信
仰
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
。

知
人
に
占
い
師
を
紹
介
し
て
も
ら
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
一
つ
の

信
仰
を
持
つ
こ
と
が
よ
い
と
い
う
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
、
仏
教
を
選

ん
だ
。

　

以
上
、
出
家
の
動
機
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
情
を
話
し
て
頂

き
、
そ
の
後
、
簡
単
な
雑
談
と
な
っ
た
が
、
そ
の
中
で
、
台
湾
の
仏

教
界
の
現
状
に
つ
い
て
興
味
深
い
話
が
聞
か
れ
た
の
で
記
し
て
お
き

た
い
。
現
在
の
出
家
者
の
男
女
比
率
は
、
女
対
男
＝
五
対
一
に
な
る

ほ
ど
女
性
の
出
家
者
が
圧
倒
的
に
多
く
、
大
学
で
の
仏
学
の
専
攻
者

も
女
性
が
多
い
の
だ
そ
う
だ
。
台
湾
全
土
に
は
二
三
〇
〇
万
人
の
人

口
が
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
の
約
八
百
万
人
が
仏
教
信
者
で
あ
り
、
三

百
万
人
が
菜
食
主
義
者
で
あ
る
と
い
う
。
も
ち
ろ
ん
菜
食
主
義
者
が

す
べ
て
仏
教
者
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
一
貫
道
と
い
う
道
教
信
仰

や
斎
教
と
い
う
緩
い
信
仰
に
支
え
ら
れ
た
人
た
ち
も
居
る
こ
と
は
言

う
ま
で
も
な
い
。

　

ま
た
西
蓮
浄
苑
に
お
け
る
出
家
者
の
方
々
の
日
常
生
活
に
お
け
る
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時
間
区
分
は
、
次
の
通
り
で
あ
っ
た
。

　

午
前　

三
時
三
〇
分 

起
床

　
　
　
　

四
時
〇
〇
分
〜
六
時
〇
〇
分 

早
課
（
朝
課
）

　
　
　
　

六
時
三
〇
分
〜 

早
斎
（
朝
食
）

　
　
　
　

七
時
〇
〇
分
〜
一
一
時
三
〇
分 

出
坡
（
普
請
）
倣
事

　
　
　
　

一
一
時
三
〇
分
〜 

午
斎

　

午
後　

一
二
時
〇
〇
〜
二
時
〇
〇
分 

午
休
（
昼
休
み
）

　
　
　
　

一
四
時
〇
〇
分
〜
一
六
時
三
〇
分 

上
課

 
 

（
各
自
の
仕
事
）

　
　
　
　

一
七
時
〇
〇
分
〜
一
八
時
三
〇
分 
晩
課

　
　
　
　

一
八
時
三
〇
分
〜 
自
習

　
　
　
　

二
〇
時
〇
〇
分
〜
二
一
時
〇
〇
分 

念
仏　

敲
香

　
　
　
　

二
二
時
〇
〇
分 

就
寝

　

活
動
と
し
て
は
、
朝
夕
の
課
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、

念
仏
の
実
践
が
中
心
に
置
か
れ
て
い
る
。
在
家
信
者
と
の
関
わ
り

は
、
在
家
の
方
の
家
に
説
法
に
誘
わ
れ
れ
ば
出
か
け
て
い
く
こ
と
は

あ
る
と
い
う
（
専
ら
講
説
の
た
め
）。「
経
懺
」（
い
わ
ゆ
る
死
者
へ

の
供
養
）
の
た
め
に
在
家
信
者
の
家
庭
を
訪
れ
る
こ
と
は
な
い
。
但

し
死
者
へ
の
供
養
を
全
く
し
て
い
な
い
か
と
い
う
と
そ
う
で
は
な

く
、
そ
れ
は
寺
院
で
行
わ
れ
る
地
蔵
法
会
に
信
者
さ
ん
達
に
参
集
し

て
も
ら
い
、
そ
の
法
会
に
お
い
て
信
者
さ
ん
た
ち
自
ら
が
追
善
供
養

を
行
う
の
だ
と
い
う
。

　

僧
侶
の
交
流
は
自
由
に
行
わ
れ
て
お
り
、
読
書
、
参
訪
な
ど
が
頻

繁
に
あ
る
と
い
う
。
宗
教
行
政
に
関
し
て
は
、
所
轄
の
官
庁
は
内
政

部
、
実
施
は
県
ま
た
は
市
単
位
で
行
わ
れ
る
。
つ
ま
り
行
政
的
事
項

は
内
政
部
の
管
轄
に
な
り
、
民
政
局
宗
教
儀
礼
科
が
取
り
仕
切
っ
て

き
た
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
科
か
ら
一
段
上
の
ラ
ン
ク
で
あ
る

「
司
」
に
昇
格
す
る
途
上
に
あ
る
そ
う
だ
。

　

ま
た
台
湾
内
部
に
は
テ
レ
ビ
放
送
局
が
九
〇
局
あ
る
が
、
そ
の
う

ち
宗
教
系
の
持
つ
も
の
が
六
局
、
仏
教
系
五
局
、
キ
リ
ス
ト
教
系
一

局
だ
そ
う
だ
。
仏
教
系
で
は
慈
済
功
徳
会
の
経
営
す
る
大
愛
が
有
名

で
あ
る
と
い
う
。

　

出
家
受
戒
会
に
関
し
て
も
話
題
が
及
ん
だ
。
一
九
九
八
年
ま
で
は

中
国
仏
教
会
が
受
戒
会
（
い
わ
ゆ
る
三
壇
大
会
）
を
取
り
仕
切
り
、

毎
年
八
〇
〇
人
く
ら
い
の
方
が
出
家
し
て
い
た
そ
う
だ
。
と
こ
ろ
が

一
九
九
八
年
に
「
解
放
自
由
伝
戒
」
す
な
わ
ち
伝
戒
が
解
放
さ
れ
自
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由
に
な
っ
た
と
い
う
。
そ
れ
以
降
は
、
毎
年
、
五
、
六
箇
所
の
寺
院

が
道
場
と
な
り
受
戒
を
実
施
す
る
よ
う
に
な
り
、
毎
年
、
年
間
一
〇

〇
〇
人
程
度
が
出
家
し
て
い
る
そ
う
だ
。

　

一
九
九
三
年
に
は
三
壇
大
戒
に
お
け
る
菩
薩
戒
の
解
放
が
な
さ

れ
、
菩
薩
戒
の
内
容
が
自
由
に
な
っ
た
と
い
う
。
在
家
の
菩
薩
に
は

『
優
婆
塞
戒
経
』
の
六
重
二
十
八
軽
戒
、
及
び
『
梵
網
経
』
の
十
重

四
十
八
軽
戒
が
認
め
ら
れ
、
出
家
の
菩
薩
に
は
『
瑜
伽
論
』
の
四
重

四
十
三
経
戒
な
ど
も
認
め
ら
れ
た
。

　

さ
て
、
台
湾
の
仏
教
は
人
々
の
間
に
活
躍
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
す
る
「
人
間
浄
土
」
思
想
が
特
徴
と
な
る
と
言
わ
れ
、

一
般
に
「
人
間
仏
教
」
と
呼
称
さ
れ
る
。
そ
の
故
に
普
通
の
人
々
か

ら
好
意
的
に
認
知
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
ま
た
そ
の
方
向
で
社
会
的

に
認
知
さ
れ
た
集
団
は
、
な
ん
と
言
っ
て
も
高
雄
の
仏
光
山
、
花
蓮

の
慈
済
功
徳
会
、
台
北
の
法
鼓
山
が
ビ
ッ
グ
ス
リ
ー
で
あ
ろ
う
。
し

か
し
、
現
象
面
で
見
れ
ば
仏
教
は
大
変
盛
ん
に
見
え
る
が
、
実
際
の

出
家
者
の
中
で
見
れ
ば
、
そ
れ
は
極
め
て
少
な
い
者
た
ち
に
過
ぎ
な

い
と
も
見
ら
れ
て
い
る
の
だ
そ
う
だ
。
特
に
、
仏
光
山
、
慈
済
功
徳

会
、
法
鼓
山
は
教
育
、
慈
善
活
動
に
熱
心
で
、
伝
統
的
な
仏
教
僧
伽

の
側
で
も
、
同
じ
方
向
性
が
打
ち
出
さ
れ
、
教
育
や
慈
善
に
力
を
注

ぎ
つ
つ
あ
る
が
、
次
の
指
導
者
的
な
人
物
が
育
っ
て
い
な
い
の
で
は

な
い
か
と
い
う
。
一
種
の
危
惧
感
が
表
明
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
実

際
、
中
堅
ど
こ
ろ
で
は
惠
敏
法
師
の
次
を
担
う
世
代
が
育
っ
て
い
な

い
よ
う
で
あ
り
、
三
、
四
十
代
の
僧
侶
で
指
導
的
な
立
場
に
立
ち
そ

う
な
人
が
存
在
し
な
い
こ
と
を
大
変
憂
慮
さ
れ
て
い
た
。

四　

仏
七
─
─
念
仏
に
よ
る
修
行
─
─

　

で
は
具
体
的
な
仏
七
の
内
容
を
記
そ
う
。
仏
七
は
念
仏
を
七
日
間

行
う
こ
と
か
ら
命
名
さ
れ
た
名
称
で
あ
る
こ
と
は
容
易
に
想
像
が
付

く
と
こ
ろ
で
あ
り
、「
念
仏
七
永
日
」「
念
仏
打
七
日
」
と
も
呼
称
さ

れ
る
。
禅
七
は
禅
定
を
専
ら
に
す
る
修
行
を
七
日
間
行
う
こ
と
で
あ

る
か
ら
、
禅
七
と
仏
七
と
が
対
比
さ
れ
る
修
行
で
あ
る
こ
と
は
言
う

ま
で
も
な
い
。
ま
た
一
日
だ
け
参
加
す
る
「
仏
一
」
と
呼
ば
れ
る
修

行
も
存
在
す
る
。
私
た
ち
が
参
加
さ
せ
て
頂
い
た
の
は
、
民
国
九
四

年
第
三
期
の
仏
七
で
、
二
月
十
四
日
か
ら
二
十
日
ま
で
の
予
定
で
開

催
さ
れ
て
い
た
。

　

仏
七
に
参
加
す
る
者
は
、
一
旦
始
め
た
ら
円
満
す
る
ま
で
七
日
間

務
め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
途
中
辞
退
は
認
め
ら
れ
て
い
な

い
。
ま
た
話
を
し
た
り
本
を
読
ん
だ
り
、
電
話
を
す
る
こ
と
も
一
切
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禁
止
さ
れ
て
い
る）

5
（

。
こ
れ
は
、
瞑
想
で
は
、
他
人
と
話
を
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
集
中
が
途
切
れ
る
こ
と
が
生
じ
る
か
ら
、
そ
れ
を
避
け
る

た
め
で
あ
る
。
そ
の
他
、
必
要
な
個
人
的
物
品
の
持
ち
込
み
等
は
許

さ
れ
て
い
た
。

　

仏
七
の
基
本
的
な
時
間
配
分
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　

午
前　

三
時
三
〇
分
〜
四
時
〇
〇
分 

起
床

　
　
　
　

四
時
〇
〇
分
〜
五
時
〇
五
分 

第
一
支
香

　
　
　
　

五
時
二
〇
分
〜
六
時
二
〇
分 

第
二
支
香

　
　
　
　

六
時
二
〇
分
〜
六
時
五
〇
分 
早
斎
（
朝
食
）

　
　
　
　

七
時
〇
〇
分
〜
七
時
一
〇
分 
受
八
関
斎
戒

　
　
　
　

七
時
三
五
分
〜
八
時
四
〇
分 
第
三
支
香

　
　
　
　

八
時
五
〇
分
〜
一
〇
時
〇
〇
分 

第
四
支
香

　
　
　
　

一
〇
時
二
〇
分
〜
一
一
時
二
〇
分 

第
五
支
香

　
　
　
　

一
一
時
二
〇
分
〜
一
一
時
五
〇
分 

午
斎
（
昼
食
）

　

午
後　

一
二
時
〇
〇
分
〜
一
四
時
二
〇
分 

午
休

　
　
　
　

一
四
時
二
〇
分
〜
一
五
時
二
五
分 

第
六
支
香

　
　
　
　

一
五
時
四
〇
分
〜
一
六
時
三
五
分 

第
七
支
香

　
　
　
　

一
六
時
五
〇
分
〜
一
八
時
〇
〇
分 

第
八
支
香

　
　
　
　

一
八
時
〇
〇
分
〜
一
九
時
〇
〇
分 

盥
洗

　
　
　
　

一
九
時
〇
〇
分
〜
二
〇
時
〇
五
分 

大
回
向

　
　
　
　

二
〇
時
〇
五
分
〜
二
一
時
二
〇
分 

各
自
用
功

　
　
　
　

二
一
時
三
〇
分 

就
寝

　

こ
の
時
程
に
従
っ
て
初
日
か
ら
第
四
日
ま
で
行
わ
れ
、
第
五
日
以

降
は
、
第
九
支
香
、
第
十
支
香
が
追
加
さ
れ
て
い
く）

6
（

。
ち
な
み
に
支

香
は
御
線
香
一
本
分
の
時
間
を
指
し
、
ほ
ぼ
小
一
時
間
に
相
当
す

る
。
興
味
深
い
点
は
、（
第
一
・
第
二
）、（
第
三
・
第
四
・
第
五
）、

西蓮浄苑の道場
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（
第
六
・
第
七
・
第
八
）
支
香
と
、
そ
れ
ぞ
れ
二
支
香
、
三
支
香
が

ま
と
ま
り
と
な
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
ほ
ぼ
ま
と
ま
っ
た

二
時
間
、
三
時
間
の
間
に
、
興
味
深
い
行
法
が
行
わ
れ
る
。
ま
ず
最

初
の
支
香
に
お
い
て
、
仏
前
に
向
か
っ
て
し
ば
し
の
経
典
の
朗
唱
が

行
わ
れ
る
。
次
に
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
の
称
名
を
繰
り
返
し
な
が

ら
、
本
尊
を
右
繞
す
る
形
で
行
道
す
る
。（
こ
れ
は
本
尊
の
安
置
さ

れ
た
厨
子
の
後
ろ
側
を
回
れ
る
よ
う
に
空
間
が
あ
る
か
ら
で
あ
り
、

建
築
の
様
式
に
左
右
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。）
お
そ
ら
く
最
初
の
称
名

し
つ
つ
の
行
道
は
、
身
・
口
・
意
の
三
業
に
阿
弥
陀
を
念
じ
る
行
に

な
る
と
想
像
さ
れ
る
。
次
に
、
最
初
の
位
置
に
戻
り
、
最
初
か
ら
用

意
さ
れ
た
座
に
坐
る
。
こ
の
時
の
坐
り
方
は
、
結
跏
趺
坐
で
も
半
跏

趺
坐
で
も
良
い
よ
う
で
あ
り
、
姿
勢
を
正
し
て
坐
る
。
こ
の
時
も
、

「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
と
名
号
が
唱
え
ら
れ
る
。
称
名
は
、
最
初
は

ゆ
っ
く
り
と
し
た
リ
ズ
ム
で
あ
る
が
、
や
が
て
、
少
し
ず
つ
ペ
ー
ス

を
速
め
て
い
く
。
名
号
は
「
阿
弥
陀
仏
」
に
代
わ
り
、
や
が
て
最
速

の
リ
ズ
ム
に
達
す
る
と
き
に
は
「
阿
弥
陀
」
ま
た
は
「
阿
弥
」
の
み

に
な
り
、
そ
れ
が
し
ば
ら
く
の
間
、
繰
り
返
さ
れ
る
。
や
が
て
ピ
ー

ク
を
過
ぎ
た
か
の
よ
う
に
再
び
ゆ
っ
く
り
と
し
た
リ
ズ
ム
の
称
名
に

戻
る
。
こ
の
唱
え
る
時
間
が
ほ
ぼ
一
支
香
分
で
あ
り
、
頃
合
い
を
見

計
ら
っ
て
鐘
が
打
た
れ
る
。
お
そ
ら
く
坐
っ
て
の
称
名
は
、
口
と
意

と
い
う
二
業
に
念
仏
を
す
る
こ
と
に
相
当
す
る
の
で
あ
ろ
う
。

　

そ
し
て
、
次
の
一
支
香
分
は
声
を
口
に
出
さ
ず
に
静
か
に
趺
坐
す

る
。
こ
の
部
分
が
先
に
述
べ
た
「
止
静
」
に
相
当
す
る
と
考
え
ら

れ
、
静
か
に
阿
弥
陀
仏
を
念
じ
る
時
間
と
な
る
。
実
際
に
静
か
に

斎堂内部
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坐
っ
て
い
る
間
に
行
わ
れ
る
こ
と
は
、
阿
弥
陀
仏
を
観
想
す
る
こ
と

で
あ
り
、
意
業
に
よ
る
念
仏
で
あ
ろ
う
。
こ
の
時
間
は
い
わ
ゆ
る
感

想
念
仏
の
時
間
と
言
っ
て
良
い
。
先
に
述
べ
た
と
お
り
、
阿
弥
陀
仏

の
姿
形
を
念
じ
た
り
、
あ
る
い
は
太
陽
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
日
想
観
、

あ
る
い
は
阿
弥
陀
仏
の
眉
間
に
あ
る
白
毫
の
相
を
観
想
す
る
白
毫
観

を
行
っ
た
り
す
る
よ
う
で
あ
る）

7
（

。

　

こ
の
よ
う
に
、
称
名
念
仏
と
感
想
念
仏
と
が
組
み
合
わ
さ
っ
た
行

法
が
、
仏
七
と
い
う
修
行
の
特
徴
と
な
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

以
上
、
簡
潔
に
仏
七
を
紹
介
し
た
。
称
名
念
仏
と
観
想
念
仏
（
止

観
念
仏
と
い
っ
て
も
良
い
）
が
併
習
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
報
告
す
る

に
留
ま
っ
た
が
、
日
本
に
は
そ
の
両
者
を
同
時
に
行
う
伝
統
は
、
管

見
の
範
囲
で
は
存
在
し
て
い
な
い
。
よ
っ
て
、
大
変
に
興
味
深
く

思
っ
た
次
第
で
あ
る
。
言
葉
を
変
え
て
言
え
ば
、
こ
の
「
仏
七
」
の

修
行
に
は
、
ま
さ
し
く
宋
代
仏
教
の
特
徴
と
し
て
人
口
に
膾
炙
す
る

「
禅
浄
双
修
」
の
実
際
が
か
い
ま
見
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
の
仏
七
に
つ
い
て
は
、
稿
を
改
め
て
論
じ
て
み
た
い
。

注（
1
） 

円
通
宝
殿
と
い
う
名
称
の
建
物
が
現
在
の
中
心
の
よ
う
で
あ
り
、

そ
の
奥
に
大
雄
宝
殿
が
存
在
す
る
。
円
通
宝
殿
の
内
部
に
観
世
音
菩
薩

が
安
置
さ
れ
て
い
る
。
大
雄
宝
殿
に
は
、
三
宝
仏
が
安
置
さ
れ
る
。

『
台
湾
仏
寺
導
遊〈
一
〉 

大
台
北
地
区
上
』（
菩
提
長
青
出
版
社
、
一
九

八
九
年
）
一
八
〇

－

一
八
二
頁
、
参
照
。

（
2
） 

智
諭
老
和
尚
講
述
『
仏
七
講
話
』
第
一
集
（
西
蓮
浄
苑
出
版
社
、

二
〇
〇
三
年
、
台
北
）、
一
頁
。

（
3
） 

西
蓮
浄
苑
発
行
「
九
四
年
上
半
年
法
会
行
事
暦
」（
寺
院
案
内
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
）
に
よ
る
。

（
４) 

浄
人
は
出
家
見
習
い
期
間
中
の
人
を
指
す
言
葉
。
沙
弥
に
な
る
前

に
本
当
に
出
家
に
な
り
た
い
の
か
ど
う
か
、
寺
院
の
生
活
を
体
験
し
な

が
ら
お
手
伝
い
を
す
る
立
場
の
者
で
あ
る
。
出
家
が
厳
格
な
も
の
と
考

え
ら
れ
て
い
る
証
左
で
あ
ろ
う
。
そ
の
期
間
は
一
年
で
あ
り
、
こ
の
期

間
を
経
て
初
め
て
沙
弥
に
な
れ
る
。
そ
し
て
沙
弥
の
期
間
を
一
年
か
ら

二
年
間
務
め
て
、
正
式
の
出
家
者
で
あ
る
比
丘
に
な
る
。
な
お
女
性
の

場
合
は
沙
弥
尼
の
あ
と
に
式
叉
摩
那
と
い
う
中
間
の
期
間
が
あ
っ
て
そ

れ
か
ら
比
丘
尼
に
な
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

（
5
） 

「
西
蓮
浄
苑
念
仏
七
永
日
録
取
通
知
単
」
第
三
項
「
念
仏
七
永
日

必
須
円
満
、
不
得
中
途
退
出
。
仏
七
期
間
禁
語
、
禁
止
看
書
、
打
電
話

等
」。

（
6
） 
時
間
割
は
、
西
蓮
浄
苑
発
行
「
仏
七
時
間
表
」（
参
加
者
向
け
説

明
）
を
参
照
。
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（
7
） 

止
静
の
状
況
に
置
け
る
観
想
は
、『
観
無
量
寿
経
』
に
基
づ
く
と

考
え
ら
れ
る
。


